
週刊】材召卜
大メディアは河村前官房長官
の疑惑を見て見ぬふり

た
だ
け
で
、
自
分
た
ち
の
関
わ

る
疑
惑
に
つ
い
て
は
日
を
つ
ぐ

ん
だ
の
で
あ
る
。

税
金
で
あ
り
な
が
ら
、

事
実

上
、

時
の
権
力
者
の

，お
小
遣

い
″
と
し
て
闇
か
ら
闇

へ
消
え

て
き
た
官
房
機
密
費
は
、

歴
代

政
権
が
つ
い
に
手
を
つ
け
な
か

っ
た
未
解
決
の
重
大
疑
惑
で
あ

る
。

昨
年
９
月
の
政
権
交
代
の

ド
サ
ク
サ
の
中
で
、

当
時
の
河

村
建
夫

・
官
房
長
官
が
２
億
５

０
０
０
万
円
の
機
密
費
を
引
き

出
し
て
い
た
こ
と
も
発
覚
し
て

い
る
。
こ
の
件
は
大
阪
市
の
市

民
団
体

「
公
金
の
違
法
な
使
用

を
た
だ
す
会
」
が
河
村
氏
を
詐

欺
罪
や
背
任
罪
な
ど
で
東
京
地

検
特
捜
部
に
告
発
し
た
。

し
か
し
、

新
聞

・
テ
レ
ビ
は

や
は
り
こ
の
疑
惑
を
ほ
と
ん
ど

報
道
せ
ず
、

特
捜
部
が
捜
査
に

動
い
て
い
る
形
跡
も
な
い
。

小

沢

一
郎

・
民
主
党
幹
事
長
の
政

治
資
金
事
件
で
は
各
メ
デ
ィ
ア

が
こ
ぞ
っ
て
市
民
団
体
の
告
発

を
大
き
く
報
じ
た
の
と
比
べ
れ

ば
、
落
差
は
あ
ま
り
に
大
き
い
”

「竹
下
機
関
圭
一宝
会
」
の
目
的

大
メ
デ
ィ
ア
が

「機
密
費
」

問
題
を
タ
ブ
ー
視
し
て
い
る
の

は
、

そ
こ
を
掘
，
返
す
と
大
新

聞

。
テ
レ
ビ
の
癒
着
と
い
う
、

「
国
民
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
報
道
の
裏
側
」
に
行
き
つ
く

か
ら
だ
。

ど
ん
な
時
代
で
も
、

政
治
権

力
と

″近
す
ぎ
る
関
係
″
に
な

る
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
は
い
た
。

し
か
し
、

大
マ
ス
コ
ミ
が
徒
党

を
組
ん
で
政
権
そ
の
も
の
と
癒

着
す
る
よ
う
な
異
常
な
関
係
に

な
る
き

っ
か
け
は
、

今
か
ら
１０

数
年
前

に
生
ま
れ
た
。

竹
下

登

。
元
首
相
が
９７
年
に
結
成
し
、

「
竹
下
機
関
」
の
異
名
を
と

っ

た

「
三
宝
会
」
と
い
う
組
織
は

極
め
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
。

ョ
一宝
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
は

財
界
人
、

各
省
の
事
務
次
官
経

験
者
な
ど
鐸
々
た
る
顔
ぶ
れ
が

加
わ
っ
て
い
た
が
、

撮
も
重
視

さ
れ
た
の
は
マ
ス
コ
ミ
人
脈
だ

っ
た
。

朝
日
、

読
売
、

毎
日
、

日
経
、

産
経
、

共
同
通
信
、

時

事
通
信
を
は
じ
め
、

民
放
キ
ー

局
４
社
な
ど
の
竹
下
派
担
当
を

経
験
し
た
ペ
テ
ラ
ン
記
者
１０
数

人
が
参
加
し
、

設
立
趣
意
書
に

は
、

〈新
聞
、

テ
レ
ビ
、

雑
誌

な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
の
第

一
線
で

活
躍
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
を
中
心
に
、

政
（
財
界
の
関

係
者
ら
が
定
期
的
に
集
ま
り
、

情
報
交
換
を
行
な
い
〉
―
―
と

あ
る
。

当
時
は
、

９８
年
に
自
民
党
が

分
裂
し
て
か
ら
続
い
て
き
た
小

沢

ｖｓ
竹
下
戦
争
の
真

っ
最
中
で
、

自
民
党
は
村
山
、

橋
本
政
権
で

政
権
に
復
帰
し
た
も
の
の
、

政

権
基
盤
は
不
安
定
で
、

新
進
党

な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
政
界
再
編

の
動
き
が
渦
巻
い
て
い
た
。

竹
下
氏
の
目
的
は
、

簡
単
に

い
え
ば

《
小
沢
批
判
》
の
情
報

宣
伝
機
関
づ
く
り
に
あ
っ
た
。

自
民
党
は
９３
年
の
総
選
挙
で

負
け
た
の
は
不
利
な
報
道
を
行

な
わ
れ
た
か
ら
だ
と
し
て
テ
レ

ビ
朝
日
の
椿
貞
良

・
報
道
局
長

を
証
人
喚
問
す
る
な
ど
、

メ
デ

ィ
ア
操
縦
に
躍
起
に
な
っ
て
い

た
が
、
″

ム
チ
″
の

一
方
で
「
シ

ン
パ
記
者
」
の
組
織
化
を
図

っ

た
と
こ
ろ
が
、

情
報
戦
に
長
け

た
竹
下
氏
な
ら
で
は
の
着
眼
点

だ
っ
た
。

竹
下
氏
の
狙
い
通
り
と
い
う

べ
き
か
、

三
宝
会
の
メ
ン
バ
ー

は
今
や

「
民
主
党
に
批
判
的
」

な
立
場
で
世
論
形
成
に
強
い
影

響
力
を
持
つ
人
物
が
多
い
。

現

在
の
新
聞

・
テ
レ
ビ
の
支
持
率

報
道
の
背
後
に
は
、

そ
う
し
た

人
脈
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

こ
の
組
織
の
存
在
を
い
ち
早

く
指
摘
し
た
の
は
本
誌
だ
っ
た
。

本
誌
９７
年
１０
月
３．
日
号
は
、

「
三

宝
会
」
が
竹
下
直
系
の
情
報
機

関
と
し
て
設
立
さ
れ
、

事
務
次

官
経
験
者
や
現
職
の
内
閣
情
報

調
査
室
長
も
加
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
報
じ
た
。
こ
の
ス
ク
ー
プ

は
当
時
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、

「
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
政
治

支
配
」
と
政
府
追
及
の
材
料
と

な
っ
た
が
、

大
メ
デ
ィ
ア
は

一

切
報
道
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
は

メ
デ
ィ
ア
を
横
断
的
に
組
織
化

す
れ
ば
、

不
都
合
な
国
会
審
議

さ
え
隠
せ
る
こ
と
を
図
ら
ず
も

示
し
た
と
い
え
る
。

時
系
列
で
い
え
ば
、

そ
の
半

年
後
に
橋
本
首
相
は
参
院
選
に

惨
敗
し
て
退
陣
し
、

９８
年
に
小

渕
内
閣
が
発
足
。

野
中
氏
が
官

房
長
官
に
就
任
し
、

機
密
費
の

配
り
先
を
記
し
た

「引
き
継
ぎ

帳
」
を
受
け
取

っ
た
の
は
、

ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
の
こ
と
だ
。

官
房
機
密
費
は
、

そ
う
し
て

メ
デ
ィ
ア
と
自
民
党
政
権
と
の

″潤
滑
油
″
に
使
わ
れ
て
き
た
。

あ
る
大
手
紙
の
ベ
テ
ラ
ン
自

民
党
担
当
記
者
は
、

「
宮
一房
長

官
や
副
長
官
な
ど
と
懇
談
し
た

後
、

お
生
産
の
菓
子
折
に

″奥

さ
ん
に
靴
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
だ
さ
い
″
と
大
手
靴
店
の

商
品
券
が
入
っ
て
い
た
」
と
語

る
。

中
に
は
、

時
の
官
房
長
官

か
ら
、「

あ
ん
た
ら
も
大
変
だ
ね
。

ご
同
業
の
方
が
、

官
邸
に
無
心

に
き
た
よ
」
と
打
ち
明
け
ら
れ

た
番
記
者
も
い
る
。

官
房
機
密
費
の
甘
い
汁
を
吸

い
、

政
権
の

「道
具
」
に
な
る

こ
と
を
受
け
入
れ
た
マ
ス
コ
ミ

人
が
、

河
村
前
長
官
の

「機
密

費

″持
ち
逃
げ
″
問
題
」
を
追

及
で
き
な
い
の
は
当
然
だ
。

そ

の

「癒
着
構
造
」
こ
そ
、
こ
の

国
の
政
治
を
歪
め
て
い
る
病
巣

な
の
だ
。

次
稿
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、

そ

の
人
名
に
斬
り
込
む
。

４３


